
平成２１年１０月

区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　学 科 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 
公立 新見公立大学 看護学部 岡山県新見市 公立大学法人 新見公立短期大学

　看護学科 60   新見公立大学 　看護学科（廃止） (△60)
　　 平成２２年４月学生募集停止

私立 東北文教大学 人間科学部 山形県山形市 学校法人 山形短期大学
　子ども教育学科 90 　富澤学園 　子ども学科〔定員減〕 (△90)
　（３年次編入学定員） 10 

平成２２年４月名称変更予定
山形短期大学→東北文教大学短期大学部

〃 日本保健医療大学 保健医療学部 埼玉県幸手市 学校法人
　 　看護学科 100 　共済学園

　申請者
　日本保健医療大学
　設置準備会

〃 ヤマザキ学園大学 動物看護学部 東京都渋谷区 学校法人 ヤマザキ動物看護短期大学（廃止）
　動物看護学科 180 東京都八王子市 　ヤマザキ学園 　動物看護学科 (△116)

平成２２年４月学生募集停止

〃 横浜美術大学 美術学部 神奈川県横浜市 学校法人 横浜美術短期大学（廃止）
　美術学科 190 　トキワ松学園 　造形美術科 (△300)
　（３年次編入学定員） 6 平成２２年４月学生募集停止

 今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況
（３年次編入学定員） 16 

　　　（２年次編入学定員）    0
計 　　５　校 ５学部５学科 620 　　　（３年次編入学定員）　  0

  　　　　大  学　　　　　　    0 　　　　短 期 大 学 　  △  566

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

平成２２年度開設予定大学等一覧

・設置の趣旨・目的等が活かされるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，開設時から４年制大学にふさわしい教育研
究活動を行うことはもとより，その水準を一層向上させるよう
努めること。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

１　大学を設置するもの　５校

備　　　　　　　　　考

・設置の趣旨・目的等が活かされるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，開設時から４年制大学にふさわしい教育研
究活動を行うことはもとより，その水準を一層向上させるよう
努めること。

・動物看護学に関する教育研究を向上させる観点から，動物実
験が必要となることも十分に考えられるため，それを学内でも
実施できるよう環境作りに努めること。

・設置の趣旨・目的等が活かされるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，開設時から４年制大学にふさわしい教育研
究活動を行うことはもとより，その水準を一層向上させるよう
努めること。

・設置の趣旨・目的等が活かされるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，開設時から４年制大学にふさわしい教育研
究活動を行うことはもとより，その水準を一層向上させるよう
努めること。

・専任教員の補充を必要とされた１授業科目については，科目
開設時までに確実に専任教員を配置すること。

・設置の趣旨・目的等が活かされるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，開設時から４年制大学にふさわしい教育研
究活動を行うことはもとより，その水準を一層向上させるよう
努めること。

・運動場及び体育館が未整備であることから，教育に支障のな
いようにすることはもとより，学生の課外活動等に配慮するこ
と。

・認可後に交付される予定の幸手市からの補助金等について
は，確実に収納し，その旨を報告すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　　学 科 等 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 
私立 盛岡大学 栄養科学部 岩手県岩手郡滝沢村 学校法人 盛岡大学短期大学部  

　栄養科学科 80 　盛岡大学 　食物栄養科（廃止） (△100)
平成２２年４月学生募集停止

〃 東京工科大学 医療保健学部 東京都大田区 学校法人  
　看護学科 80 　片柳学園
　臨床工学科 80 
　理学療法学科 80 
　作業療法学科 40 
デザイン学部
　デザイン学科 200 

〃 文教大学 健康栄養学部 神奈川県茅ヶ崎市 学校法人 文教大学女子短期大学部
　管理栄養学科 100 　 　文教大学学園 　健康栄養学科（廃止） (△150)

平成２２年４月学生募集停止

〃 山梨学院大学 健康栄養学部 山梨県甲府市 学校法人 山梨学院短期大学
　管理栄養学科 40 　山梨学院 　食物栄養科〔定員減〕 (△40)
　（３年次編入学定員） 10 

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

２　学部を設置するもの　　　１２校

備　　　　　　　　　考

・教員の年齢構成が高いため，教育研究の継続性を踏まえ，今
後の採用計画など，教員組織編成の将来構想を着実に実行する
こと。

・教員の補充を必要とされた４授業科目については，科目開設
時までに教員を充足すること。うち，専任教員の配置を必要と
された３授業科目については，確実に専任教員を配置するこ
と。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

・改組転換に該当するため，審査基準上，設置経費が標準設置
経費を下回っても差し支えないが，校舎，機械，器具等の整備
にあたり教育研究に支障がないよう配慮すること。

・改組転換に該当するので，盛岡大学短期大学部食物栄養科に
ついては，計画どおり廃止すること。

・運動場が別地にあることから，教育に支障のないようにする
ことはもとより，学生の課外活動等に配慮すること。

・専任教員の補充を必要とされた２授業科目については，科目
開設時までに確実に専任教員を配置すること。（理学療法学
科）

・専任教員の補充を必要とされた３授業科目については，科目
開設時までに確実に専任教員を配置すること。（作業療法学
科）

・欠員中の評議員を速やかに補充すること。

・教員の補充を必要とされた６授業科目については，科目開設
時までに教員を充足すること。うち，専任教員の配置を必要と
された３授業科目については，確実に専任教員を配置するこ
と。

・消費支出に対する教育研究経費の割合が同系統の大学等を設
置する学校法人に比べ低いことから，教育研究条件の充実向上
に努めること。

・学生への指導が十分に実施できるよう，講義や実習等の質の
確保に努めるとともに，その指導体制について不断の検証を行
うこと。

・専任教員の補充を必要とされた８授業科目については，科目
開設時までに確実に専任教員を配置すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　　学 科 等 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 

備　　　　　　　　　考

私立 新潟リハビリテーション大学院大学 医療学部 新潟県村上市 学校法人 平成２２年４月名称変更予定
　リハビリテーション学科 　北都健勝学園 新潟リハビリテーション大学院大学
　　理学療法学専攻 40 　→新潟リハビリテーション大学
　　言語聴覚学専攻 40 

〃 椙山女学園大学 看護学部 愛知県名古屋市 学校法人
　看護学科 100 　椙山女学園

〃 中京学院大学 看護学部 岐阜県瑞浪市 学校法人 平成２２年４月名称変更予定
　看護学科 80 　安達学園 中京短期大学

　→中京学院大学中京短期大学部

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

・設置の趣旨・目的等が活かされるよう，設置計画を確実に履
行すること。また，開設時から４年制大学にふさわしい教育研
究活動を行うことはもとより，その水準を一層向上させるよう
努めること。特に，医療学部としてのカリキュラムが実現され
るよう，実習教育をはじめとした教育課程の充実に努めるとと
もに，その教育課程を不断に検証すること。

・「解剖学実習」において，言語聴覚学専攻に特異的な解剖領
域（頭・頸部の解剖等）の充実を図ること。（言語聴覚学専
攻）

・運動場が別地にあることから，教育に支障のないようにする
ことはもとより，学生の課外活動等に配慮すること。

・教員の補充を必要とされた１７授業科目については，科目開
設時までに教員を充足すること。うち，専任教員の配置を必要
とされた１５授業科目については，確実に専任教員を配置する
こと。

・理事会・評議員会の運営に関し，以下の事項について適切に
行うこと。
　［寄附行為の変更について，理事会の議決前にあらかじめ評
　議員会の意見を聞くこと｡］

・監事の選任方法に誤りがあるので，寄附行為の規定に基づき
適切に行うこと。

・既設の大学等の消費支出に対する教育研究経費の割合が同系
統の大学等を設置する学校法人に比べ低く，また，近年この割
合が低下傾向にあることから，教育研究条件の充実向上に努め
ること。

・運動場が別地にあることから，教育に支障のないようにする
ことはもとより，学生の課外活動等に配慮すること。

・国際コミュニケーション学部表現文化学科の入学定員超過の
是正に努めること。

・設置の趣旨・目的において，大学としての特色をより明確に
し，設置計画を確実に履行すること。

・運動場が別地にあることから，教育に支障のないようにする
ことはもとより，学生の課外活動等に配慮すること。

・「地域」分野の科目開設時までに，少なくとも「地域」分野
の１科目を担当する専任の教授又は准教授を確実に補充するこ
と。

・専任教員の補充を必要とされた１授業科目については，科目
開設時までに確実に専任教員を配置すること。

・評議員の構成が特定の親族に偏っているので，その構成の見
直しについて検討すること。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

・監事の選任方法に誤りがあるので，寄附行為の規定に基づき
適切に行うこと。

・中京短期大学健康栄養学科，保育科の入学定員比の平均が
０．７倍未満となっていることから，今後の定員充足の在り方
について検討すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　　学 科 等 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 

備　　　　　　　　　考

私立 立命館大学 スポーツ健康科学部 滋賀県草津市 学校法人 経済学部
　スポーツ健康科学科 220 　立命館 　経済学科〔定員減〕 (△50)

経営学部
　経営学科〔定員減〕 (△50)

〃 大阪医科大学 看護学部 大阪府高槻市 学校法人 ・特になし。  
　看護学科 85 　大阪医科大学  

  

〃 関西大学 社会安全学部 大阪府高槻市 学校法人 文学部
　安全マネジメント学科 250 　関西大学 　総合人文学科〔定員減〕 (△150)

社会学部
　社会学科
　　社会学専攻〔定員減〕 (△10)
　　心理学専攻〔定員減〕 (△10)
　　マス・コミュニケーション学専攻
　　　　　　　　　　〔定員減〕 (△20)
　　社会システムデザイン専攻
　　　　　　　　　　〔定員減〕 (△10)

〃 宝塚造形芸術大学 看護学部 大阪府大阪市 学校法人 造形学部
　看護学科 100 兵庫県宝塚市 　関西女子学園 　美術学科（廃止） (△40)

　芸術情報学科（廃止） (△40)
　（３年次編入学定員） (△5)
メディア・コンテンツ学部（廃止）
　メディア・コンテンツ学科 (△170)
平成２２年４月学生募集停止
　編入学定員については，平成２４年４月
　学生募集停止
造形学部
　産業デザイン学科〔定員減〕 (△10)

平成２２年４月名称変更予定
宝塚造形芸術大学→宝塚大学
　造形学部産業デザイン学科
　→造形芸術学部アート・デザイン学科

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

・科目「確率論の基礎」を追加することとしているが，専門科
目としては名称が不適切である。自然現象，社会現象を数理的
にとらえ，環境リスクや社会リスクを分析する手法にふさわし
いネーミングとし，安全，環境と関連したより具体的な内容に
改善すること。（例えば「リスク分析のための確率論」など）

・「環境法政策」については，標準的な環境法制の科目の内容
を含み，広く環境問題に対応できるように科目内容を改めるこ
と。

・学科名を変更したことによるカリキュラム内容の改善が不十
分である。具体的には，「環境リスク論」が共通専門科目群に
置かれているが，「自然災害」における環境リスクと「社会災
害」における環境リスクは，その質を異にする部分があり，そ
れぞれのコースに適切な環境リスクとその緩和方策を教授する
科目を設定すること。

・インターンシップについて，以下の点を整合させ，位置づけ
を明確にした上で実施すること。
①国内・海外ともに２単位，４単位の科目が設定されている
が，その違い及びそれぞれの授業時間数が不明である。
②履修年次について「教育課程等の概要」では２年後期となっ
ているが，「設置の趣旨等を記載した書類」では「３回生時で
各コース８～９名が受講できるようインターンシッププログラ
ム内容の具体化を図る」と記載されており，いずれの学年で履
修するかが不明である。
③審査意見への対応として「国内インターンシップ」について
記載されているものの，「海外インターンシップ」については
全く記載されていないため，具体的内容が不明である。

・運動場が別地にあることから，教育に支障のないようにする
ことはもとより，学生の課外活動等に配慮すること。

・専任教員の補充を必要とされた１授業科目については，科目
開設時までに確実に専任教員を配置すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　　学 科 等 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 

備　　　　　　　　　考

私立 南九州大学 人間発達学部 宮崎県都城市 学校法人  
　子ども教育学科 80 　南九州学園   

 

 

今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況

（３年次編入学定員） 10 （３年次編入学定員）　　△　 5
計 １２　校 　１３学部　１６学科　２専攻 1695 　大　　　学　　　　　　△ 560 　短　期　大　学　　　  　△ 290

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

・教員の補充を必要とされた２授業科目については，科目開設
時までに教員を充足すること。

・認可後に交付される予定の都城市からの補助金等について
は，確実に収納し，その旨を報告すること。

・健康栄養学部食品健康学科の入学定員比の平均が０．７倍未
満となっていることから，今後の定員充足の在り方について検
討すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 科 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 
私立 華頂短期大学 歴史文化学科 50 京都府京都市 学校法人

　佛教教育学園  

今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況

計 １　校 　　１学科 50 　大　　　学　　　　　　　△　0 短　期　大　学　　　　△  0

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

３　短期大学の学科を設置するもの　　１校

備　　　　　　　　　考

・学科長就任予定者が多くの授業科目を担当する計画となって
いるため，学科長としての職務及び教員としての負担を考慮し
た上で，負担軽減を図り，教育の質の確保や学生の指導体制の
充実に努めること。

・新たな学科設置に対応した図書について，開設前年度も含
め，継続的な整備に努めること。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

・生活学科，社会福祉学科の入学定員比の平均が０．７倍未満
となっていることから，今後の定員充足の在り方について検討
すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　　学 科 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 

私立 尚絅学院大学 総合人間科学部 宮城県名取市 学校法人 尚絅学院大学女子短期大学部（廃止）
　子ども学科 80 　尚絅学院 　保育科   　                 (△150)
　（３年次編入学定員） 10 平成２２年４月学生募集停止  

 

〃 明治学院大学 心理学部 東京都港区 学校法人 文学部
　教育発達学科 100 神奈川県横浜市 　明治学院 　英文学科〔定員減〕 (△60)

心理学部
  心理学科〔定員減〕 (△40)

〃 摂南大学 工学部 大阪府寝屋川市 学校法人 平成２２年４月名称変更予定
　生命科学科 60 　常翔学園 　工学部→理工学部
　（３年次編入学定員） 5 　経営情報学部→経営学部

〃 鹿児島国際大学 国際文化学部 鹿児島県鹿児島市 学校法人 鹿児島国際大学短期大学部
　音楽学科 35 　津曲学園 　音楽科（廃止） (△50)

平成２２年４月学生募集停止

今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況

（３年次編入学定員） 15 （３年次編入学定員）　　　△ 　0
計 ４　校 　　４学部　４学科 275 　大　　　学　　　　　　　△ 100 　　短　期　大　学　　　　△ 200

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

・消費支出に対する教育研究経費の割合が同系統の大学等を設
置する学校法人に比べ低いことから，教育研究条件の充実向上
に努めること。

・経済学部地域創生学科，福祉社会学部現代社会学科，鹿児島
国際大学短期大学部情報文化学科の入学定員比の平均が０．７
倍未満となっていることから，今後の定員充足の在り方につい
て検討すること。

４　学部の学科を設置するもの　　４校

備　　　　　　　　　考

・工学部建築学科及び機械工学科，並びに大阪工業大学工学部
空間デザイン学科の入学定員超過の是正に努めること。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

・広島国際大学心理科学部感性デザイン学科，工学部建築学
科，機械ロボティクス学科の入学定員比の平均が０．７倍未満
となっていることから，今後の定員充足の在り方について検討
すること。

・他の学校法人に対する多額の資金貸付については，提出され
た計画どおり返済させること。

・学科として心理学を基盤にしており，教育研究上の目的とし
て「心理支援力」を掲げているので，心理学的な科目をさらに
充実させること（専任補充）。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。

・専任教員の担当科目数が多い。とりわけ，実習担当の専任教
員の負担が大きいので，教員組織全体の年齢構成に配慮しつ
つ，専任教員を補充するなど，専任教員の負担について改善す
ること。

・改組転換に該当するため，審査基準上，設置経費が標準設置
経費を下回っても差し支えないが，機械，器具等の整備にあた
り教育研究に支障がないよう配慮すること。

・改組転換に該当するので，尚絅学院大学女子短期大学部につ
いては，計画どおり廃止すること。
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区分 大　　学　　名 　　学 部 名 　　　学 科 名
入 学
定 員

位　　　 置 設　置　者 留　意　事　項

                 人 
私立 大手前大学 現代社会学部 兵庫県西宮市 学校法人

　現代社会学科（通信教育課程） 500 　大手前学園 　
　（３年次編入学定員） 500 

今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況

　（３年次編入学定員） 500 （３年次編入学定員）　△ 　0
計 １　校 　　１学部　１学科 500 　大　　　学　　　　　△　 0 　短　期　大　学　　　　△　0

（注） 「備考」欄の（　）書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

５　大学の通信教育を開設するもの　　１校

備　　　　　　　　　考

・運動場が別地にあることから，教育に支障のないようにする
ことはもとより，学生の課外活動等に配慮すること。

・決算に関する理事会及び評議員会の運営を適切に行うこと。
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